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大 唾 液 腺 の 生

北大計医学部比較病理学教室出題 第 6回 獣医病理 標本 No.84△
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フクチンも未接種。

生検 :1965年8月24日左側のものを全部摘出。手術後

磐稿言悩晨t尾彊「1晶撃な言朝百螢理倦室テ電t真聯
なし。

赴旱[言][FilI[][1[幅]‖:[ltil[
[[[][[[を言ili:::]よをきilを,03く,一部出血性。
ュ:]暑[[]馨量:]EI]す∫営[i][:こ:[
腔内に好中球をいれる (写真 1)。〔bの 標本において腺

:警名優秀彗量稼;亀骨霞帰塔段と高亀鍵層慇鰹[鷺絡
を示す〕

a以外の舌下腺領域では間質にはぼ湘蔓性にプラズマ

細胞を主体とする細胞存在 (写真3)。 その状それはど

雪軽幾源際を轟纏進量螢F颯 尾[et導 得酷電甚L舞 危

石灰様物質沈着あり。腔内石灰様物質が上皮に抱き込ま

れる像あり。

領霞班憬[騒健≧糞鳥F2羅量F貪贅憬狙誉逸禽たふ象
の好中球をいれるものあり。
体薫物

'製

なり1し 質ワ士i‐[で 見

内

蟻権1霊 顎権君3

なし。顎下腺には見当らず。封入体様物は上皮分泌と目

されるものと明らかに区別される。封入体様物の形は中

査聖誰襟糧遭碁碁写督管2選ウi曇質揉僕易稚農話電省
のから上皮核の約半分の大きさに至るまで様スなり。 1

個の細胞内に含まれるものの数も様々な り。

組織学的診断 1)舌 下腺における壊死に後続した再

生を伴 う反応性結合織増殖。ぐ腱性唾液腺炎)。 2)舌 下

腺上皮における原形質内性強好酸性封入体様物。
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